




The Characteristics of the Predicate Constitutions 
Including N egative Elements: 
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:~\(j -ば -なる -灘
!な凶 -ば -なる
虫剤 -ちゃア・なる -壁掛
i記~ -ちゃア・なる -家主奇 -やアね
ぬ. -ば -なる -越 (地の文のみ)
7ず -ば -なる . ~-:;V;~ (地の文のみ)
:ん -ぢやー・たまる・~
胤 -こと -も -が (地の文のみ)
3 |なitul -ぢや -ある -ます -か
(出 -ぢや -ある -ます -か
iな:川 -ば -なる -ます . ，出
;なy~ -ちゃア・なる -ます -時j -ヨ
ない -た -の -ぢや -宮正当t
:な-ç~ -か -も -しれる.~ヨ忍
ない -か -も -しれる・訟を2・けれども
!ぬ -と -も -つく -燐 (地の文のみ)
tf) -は -おく -域安樹 (地の文のみ)
繍 -は -ゐる -臨繍・た・らう (地の文のみ)
!奮闘 -もの -で -も -鯨灘
法制 -と -も -する -翻 (地の文のみ)
4 民主州 -て -は・なる・ます -麟 -ぜ、
!な以 -て -も・いい・ぢや -訟J凶 -か
lまり -たつ・て・いい・ぢや -2長河建 -か
[7'i_y~ -わけ・に・は -いく .~る議 -た (地の文のみ)













-ぢや -ある -ます・ -か
-ぢや -ある -ます・ -か
-ぢやー・たまる
議 -で -は (地の文のみ)
-で -は -機襲撃 (地の文のみ)
-で -も (地の文のみ)
③[ば・なる]系





-ば -なる -蹴 -が (発話文，地の文)
































































もっとみちとんほ お とも み き あそ く Lよんぼり うらぐち たちもど く
#2 尤も途に鯖蛤を追ふ友を見てフト気まぐれて遊び暮らし情然として裏口から立戻って来る
事も無いではないが・..... [第一篇第二回]
ζ こと しの しの ことな
#3 シカシまだ/¥是れしきの事なら忍んで忍ばれぬ事も無いが [第二篇第十一回]




では. I (忍ぶという意思があるなら)忍べないこともないj. つまり， 「忍ぶことができる」とい
う意味に， #4は「知っている人」だという意味に近くなっている。 これらは，否定要素Aに
よる否定的な想定をいったん否定してはいるが， 完全に肯定はできないという表現である。
たいほんだ しんせつい く とりもちもらか(ママ)ちゃう
#5 …・・・唯本田さんがア、やって信切に言ってお呉んなさるもんだから周旋て貰って課長さ


















ぷんさう(ママ)おそ がんしよく せいりうぴ ひそ かほ にらみつ こひ〈せもの にらみつ
文三は恐ろしい顔色をしてお勢の柳眉を墾めた嬬面を疾視付けたが恋は曲物かう疾視付




あるひと ぢうわうじざいいひま さぎからすな お
-或は闇ぢて縦横自在に言廻わせば鷺も烏に成らずには置かぬ [第一篇第六回]








まるママこども けん〈わ ひとたい はな
#9 「……全て子供の喧嘩のやうで人に対しでも噺しもできないぢゃないか ね， ヲイ笑って
仕舞はう (昇→文三)[第二篇第十回]
りいうせつめい た、・むやみひとぷじよく いばか さ
#10 r. .・ H ・その理由も説明せずして唯無暗に人を侮辱した/¥と云ふ計りぢやハア然うかとは
云って居られんぢゃないか (昇→文三)[第二篇第十回]
ほんだ わたくしき い い あなたくわんけい ことな あ

















あなたをんじゅん ほんだ くわっぱつ き あ L 
#13 ・・・・そりゃ貴君は温順だのに本田さんは活溌だから気が合わないかも知れ無いけれども
あなたき あ みなはれんちきま ゐ
貴君と気の合はないものは皆破廉恥と極つでも居ないから・・ (お勢→文三) [第二篇第
十二回]
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